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黄琴市場品によるヒ ト肝CYP 代謝活性へ の影響 ：品質と
の関係
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　【目的】黄苓は漢方用薬 として，柴胡剤 ， 瀉心湯類に配合され
， 使用頻度の 高い 生薬である 。 漢方

薬 は 長期に 亘 る服用と多剤併用 され て い る ケー
ス が 多い が，ヒ ト薬物代謝酵素CYP 分子種を考慮 し

た薬物間相互作用 に関す る検討は乏 しい 。生薬や 漢方方剤 の 作用や副作用発現 は，配合生薬の 品質
や製造工程などで 異なる可能性がある 。 そ こ で，日本市場等に 流通 して い る黄苓に つ い て ，その 効
果 を抗酸化作用で評価 し，

一
方CYP 分子種に対する影響をヒ ト肝 ミク ロ ソーム （Ms ）を用 い た代謝阻

害作用で検討した 。

【方法】黄苓は日本薬局方で シ ソ 科の コ ガ ネバ ナ（Scuteltaria　baicalensis　Georgi）の根が規定され て い

る 。 大阪市場品（河北省野生品Tl），東京市場品（内蒙
．
占野生品T2，河北省刑台栽培品T3）， 並 び に 山

西省野生品（S1），河北省安国栽培品（S2）の 5検体か ら水及びMeOH エ キ ス を調製 した 。 各エ キ ス 中の

主要成分含量はHPLC 法で定量 した。 抗酸化作用は IJ −diphenyl−2−picry且hydrazyl（DPPH ）ラ ジカ ル 消去

作用 に よ り，また薬物代謝へ の作用はMs を用い
，
　P450分子種の モ デ ル基質代謝に対する活性阻害

で検討 した 。

【結果 ・考察】黄苓の 各エ キ ス は IA2及び2C9 の 代 謝活性を阻害し， 特にIA2が強く，特異的で あ っ

た 。 阻害作用 は市場品の産地や栽培 ・野生 の 別で差異が あり，栽培品T3 で は3A4 や 2D6 も阻害 した 。

黄苓の フ ラボ ノ イ ド成分中に IA2 の 代謝活性 を強 く阻害す る成分が存在し，阻害作用はWogenin が

最も強く，Ki値は 1．3 μ M であっ た。続い て Oroxylin　A，　Baicaleinの順で ，各配糖体で は弱か っ た 。

一
方 ，

DPPH ラ ジ カ ル 消去作用 の 強さはSl＞T1＞ T2 ＞T3 ＞S2の順で あっ た。消去作用はBaicalin
，

Baicaleinが 強く，Vitamin　Cや E と同程度 で あ っ たが ，他 の フ ラ ボ ノ イ ドで は弱か っ た 。 以 上 よ り，
黄苣に よ る 1A2 の 阻害強度は フ ラ ボ ノ イ ド（ア グリコ ン）の 含量に依存 し，

一
方抗酸化作用 は Baicalin

とBaicaleinの含量に関連が認め られた 。 栽培黄苓の 品質に つ い て は更なる検討が必要である 。
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